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研究成果の概要（和文）：本研究は空腹時血糖値レベルと糖尿病発症リスクの関係を検討した。2008年特定健診
受診者の非糖尿病者で、空腹時血糖値(FPG)を<70mg/dL、70-79mg/dL、80-84mg/dL、85-89mg/dL、90-94mg/dL、
95-99mg/dL、100-109mg/dL、110-125mg/dLに分類し、糖尿病発症オッズ比(OR)を求めた。ORは全症例対象でFPG 
<70mg/dLと90-125mg/dLで上昇した。心血管疾患（CVD）有無別でみるとORはCVD無群ではFPG <70mg/dLと
90-125mg/dLで上昇、CVD有群ではFPG 95-125mg/dLで上昇した。

研究成果の概要（英文）：In current study, we investigated the risk of new-onset diabetes mellitus 
relative to fasting plasma glucose levels at various ranges. In an annual health check program in 
2008, participants without diabetes were classified into 8 categories according to their fasting 
plasma glucose levels :<70 mg/dL, 70-79 mg/dL, 80-84 mg/dL,85-89 mg/dL, 90-94 mg/dL, 95-99 mg/dL, 
100-109 mg/dL, and 110-125 mg/dL. We measured the odds ratio (OR) of new-onset diabetes mellitus. In
 all participants, multivariable-adjusted OR increased when fasting plasma glucose levels were <70 
mg/dL or 90-125 mg/dL. Focus on the increased incidence of cardiovascular disease (CVD) below 
fasting blood glucose levels of 70 mg/dL, we measured the OR with or without history of CVD. 
Participants without CVD showed increased OR when glucose levels were <70 mg/dL or 90-125 mg/dL. 
Participants with a history of CVD showed increased OR with glucose levels of 95-125 mg/dL. 

研究分野：糖尿病

キーワード： 糖尿病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で、空腹時血糖値 <70 mg/dlからの糖尿病発症オッズ比はJ-カーブを示すこと、CVDの既往の有無におい
てCVD無群でのみ空腹時血糖値 <70 mg/dLで糖尿病発症オッズ比が上昇することが示された。CVD無群で、空腹時
血糖値 70mg/dL未満の集団を今後糖尿病発症の新たなリスクととらえていく必要が示唆された。本研究結果は、
今後の糖尿病予防や診断、治療に貢献することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
空腹時血糖値 80-125 mg/dL の範囲では、血糖値が上昇すると糖尿病発症リスクが上昇すると
報告されている(Tirosh, et al. 2005; Nichols, et al. 2008; Brambilla, et al. 2011)。しかし、空腹
時血糖値 80 mg/dL 未満の糖尿病発症については明らかになっていない。空腹時血糖値 70 
mg/dL 未満では心血管疾患（CVD）の発症が増加すること、空腹時血糖値と CVD 発症率は J
カーブを示すことが報告されている(Wei et al. 2000; Sarwar et al. 2010; Park et al. 2013)。空
腹時血糖値 70 mg/dL 未満で、 CVD 発症率が増加する機序として、血糖低値によるカウンタ
ーホルモンの上昇などが仮説としてあげられている(Tanne et al. 2004) 
 
２．研究の目的 
空腹時血糖値 70 mg/dL 未満の群では糖代謝に異常がある可能性も考えられるが検討されてい
ない。空腹時血糖値レベルと糖尿病発症リスクの関連を、CVDの有無別に検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、厚生労働科学研究事業「特定健康調査による個人リスク評価に基づく、保健指導と
連結した効果的な CKD 地域医療連携システムの制度設計」で作成した既存匿名化標準解析ファ
イル使用した。2008 年～2011 年の特定健診データから、2008 年を含め 2年以上のデータが提出
された都道府県を選択した（沖縄県以外は国民健康保険の者。沖縄県は全国健康保険協会けんぽ
の者も含む）。 
 
対象：2008 年時点で糖尿病のない症例 186,749 名 
2009 年、2010 年、2011 年の受診時に①～③のいずれかを満たす場合糖尿病発症と定義 
①空腹時血糖値 ≧ 126 mg/dL 
②HbA1c ≧ 6.5 % 
③血糖降下薬の内服あり 
 
2008 年空腹時血糖値 を 8群に分類 
70 mg/dL、70-79 mg/dL、80-84 mg/dL、85-89 mg/dL、90-94 mg/dL、95-99 mg/dL、100-109 mg/dL、
110-125 mg/dL 
 
空腹時血糖値 85-89 mg/dL 群を対照群としロジスティック多重回帰分析で糖尿病発症オッズ比
を求めた p <0.05 を有意水準とした 
 
多変量解析 
Model1：粗オッズ比、 
Model2：性、年齢、BMI 調整オッズ比 
Model3：性、年齢、BMI、喫煙調整オッズ比 
Model4：性、年齢、BMI、喫煙、血圧、脂質調整オッズ比 
Model5：性、年齢、BMI、喫煙、血圧、脂質、飲酒調整オッズ比  
 
【定義】 
高血圧症（HT）：SBP 140 mmHg 以上 or DBP 90 mmHg 以上 or 降圧剤の内服 
脂質異常症（DL）：HDL-C 39 mg/dL 以下 or LDL-C 140 mg/dL or TG 150 mg/dL 以上 or 脂質降
下薬の内服 
CVD：問診票での心臓病の既往 or 脳卒中の既往 
 
４．研究成果 
全症例 186,749 例、CVD 無群 171,408 例、CVD 有群 15,341 例だった。 

全症例対象で空腹時血糖 <70 mg/dL と 90-125 mg/dL で糖尿病発症オッズ比は上昇した。心血管

疾患（CVD）有無別でみると糖尿病発症オッズ比は CVD 無群では FPG <70 mg/dL と 90-125 mg/dL

で上昇、CVD 有群では FPG 95-125 mg/dL で上昇した(Table 1.)。 

本研究で、空腹時血糖値 <70 mg/dl からの糖尿病発症オッズ比は J-カーブを示すこと(Figure 

1.)、CVD の既往の有無において CVD 無群でのみ空腹時血糖値 <70 mg/dL で糖尿病発症オッズ比

が上昇することが示された。CVD 無群で、空腹時血糖値 70mg/dL 未満の集団を今後糖尿病発症の

新たなリスクととらえていく必要が示唆された。本研究結果は、今後の糖尿病予防や診断、治療

に貢献することが期待される。 
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